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平成25年３月期第２四半期累計期間業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

 平成25 年３月期第２四半期累計期間（平成24 年４月１日から平成24 年９月30 日）の業績と、前年同期（平成

23年４月１日から平成23年９月30日）の業績との差異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成25年３月期第２四半期累計期間業績と前年同期業績との差異（非連結） 

（単位：百万円，％） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前 年 同 期 実 績 （Ａ） 
(平成 24 年３月期第２四半期累計期間) 

1,413 335 330 190 3,851円63銭

当 期 実 績 （Ｂ） 
(平成 25 年３月期第２四半期累計期間) 

1,325 200 195 115 2,425円93銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 87 △ 134 △ 134 △ 75 △1,425円70銭

増 減 率            （％） △ 6.2 △ 40.1 △ 40.8 △ 39.6 △ 37.0 

 

２．差異の発生理由等 

本年３月から段階的にリリースした「トラリピ(R)プロジェクト2012」第１弾の「せま割20」、第２弾の「らくトラ」、

第３弾の「ポケトラ」のそれぞれが、第１四半期よりもさらに顧客に浸透し、第１四半期から続く低ボラティリティ

でリバウンドがあまり見られない円高相場の局面であっても、ある一定の収益獲得の底上げに大きく貢献いたしまし

たが、それ以上に第２四半期においては第１四半期以上にボラティリティが急低下したことが顧客取引高に大きく影

響する結果となり、営業収益は1,325,658千円（前年同期比6.2％減）となりました。営業費用に関しては、前年同期

と比べて人員数が増加していることや新規顧客の獲得のみならずブランディング強化を目的とした広告宣伝・ＰＲ活

動の強化、さらには、細分化しているそれぞれの顕在的な顧客ニーズのみならず潜在的な顧客ニーズにも対応できる

ようＣＲＭシステムの充実等を図った結果、1,124,882千円（前年同期比4.4％増）となり、営業利益は200,776千円（前

年同期比40.1％減）と、営業収益の伸び悩みがそのまま営業利益に影響する結果となりました。営業外収益は受取利

息や受取保険金の計上等により401千円、営業外費用は支払利息等の計上により5,563千円となった結果、経常利益は

195,613千円（前年同期比40.8％減）となりました。また、税引前四半期純利益は195,613千円（前年同期比40.8％減）、

法人税等合計額として80,308千円計上した結果、四半期純利益は115,305千円（前年同期比39.6％減）となりました。 

 

以  上 


